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八重山群島

の自然と地質

那覇から南西へ約1時間多良間の孤島を右手眼下に

望む頃前方の雲間に現われる八重の山波.八重山群

島の主島石垣島は近い.エメラノレドからコバノレトブノレ

ｰの輝きに満ちた大珊瑚礁に影を落しつつ機は石垣空

港へと着陸する.降り立つ人序はまず珊瑚多島海の

銀波のきらめきとギンネムの林を渡る蒸せかえるよう

な熱風に迎えられる.

八重山群島は海に山に“自然"がよく残されている.

本土はもとより沖縄本島でさえ今や消え去らうとしてい

る本当の自然がここでは未だ生きている.そこには

また天然の恩恵に育まれあるいは天然の背酷た試練の

中に生き抜いてきた人々の生活と文化カミある.それは

千古の自然史に彩られた多様の岩石･土壌植物や動物

群と無縁ではない.透明な海と珊瑚礁原生林の奥に

棲むというヤママヤ(山猫)やバシイヌ島(鷲の鳥)

そして未だ知られざること多き大地の構成と機能.そ

れらは石垣島から酉表島へさらに波照間島から与那国

島へと八重山群島探索の旅情を誘う.

1.八重群島の概観

八重山群島は東経122度56分から124度20分北緯24度

3分から25度52分の間に位置し19の島々から成ってい

る.すなわち尖閣列島以外はすべて台北より南にあり

北回帰線に近く夏期にはまさに赤道直下の条件下にあ

る.年平均水温約25.Cの沿岸流に洗われて典型的

な亜熱帯海洋性気候を示し年平均気温約24.C真冬の

平均気温約13.C最低でも10.Cを割ることは稀である.
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木野義人

夜間と昼間冬期と夏期の気温差は少なくまた緯度

の割合に夏期の炎暑は和らげられて真夏の平均気温は

約29.Cである.これは冬期20.C夏期29.Cという

かなり安定した沿岸海水温と豊かな海風の影響によるも

のである.

しかし気象条件はかなり厳しく干魑と囎風は欠きた

脅威となっている.この地方の家屋の構造と集落の立

地は全力を挙げて水の便とこの鵡風の猛威に備えられて

いるといってよい.年間雨量の大部分は5月から6月

にかけての梅雨期と夏期から秋期にかけての囎鳳によ

から

ってもたらされるものであるが空梅雨のときは数ケ月

間ほとんど雨量を見ないことがありとくに瀦鳳が若し

来ないとなると半年以上の長期にわたって雨らしい雨

カミなく干害は農作物の収穫と住民の生活に甚大な被害

を与えることになる.1971年3月9目から同年9月16

目までの干魑は雨らしい雨のない目の継続日数191目

と観測史上第2位を記録し被害程度は第1位ともい

うべきものであった.一方12月から3月にかけては

長期間にわたって海の荒れ続ける季節である.大陸高

気圧が張り出し本州弧において北西の季節風が吹く頃

ここでは北東の季節鳳に乗って積雲が隙間たく空を閉し

裏目本型の陰欝吐曇り空カミ続く.冬季冬1ケ月のうち

雲量75%以上の曇天目数が約20目という記録はこの地

方の冬季気象が意外に厳しいことを示している.この

頃リｰフバリヤｰの中がさざ波であってもひとたび外

洋に出ると2～3mの波はごく当り前の状態になる.

その頃10トン～50トン程度の島通いの船は危険を冒して

荒海を渡ることになるが寒冷前線通過後の高気圧の張

り出しが強大で波高が4

mを超える状態になると何

目も欠航し各離島は完全

に孤立化する.

八重山群島の自然環境の

基盤となるものは地質的条

件である.ここに分布す

る岩石･地層は西南日本黒

帯構造の一翼を担うと目さ

れあるいはまた台湾との関

係が論董られ古生層から

新第三系までの堆積岩･変�
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成岩を基盤としこれに安山岩類の噴出と酸性岩類の送

入を見る.また奄美離島以南に普遍的な琉球石灰岩や

現世珊瑚礁の発達もこの地方の自然環境を大きく支配

している.八重山群島に分布するおもな岩層として第

1表に示すようなものカミある.

これらの岩層のうち古生層から新第三系に至る堆積

岩･変成岩それに火山噴出物や酸性岩類はよく陸上

に山岳地帯を形成し島の大きさに赤じて河川を発達さ

せているカミ琉球石灰岩は数mから50m程度までの高度

で低平た台地を形成し降水量の大部分を直下の地下に

濠透させてしまう.このことは琉球石灰岩地帯に河川

.の発達を妨げる一方地下水量を増大させることになる

が島の面積が小さい場合は充分な地下水面高度を維持

できず地下水カミ塩水化する結果も招いている.小さ

校島で天水への依存度が増大するのはこの理由による.

第1表八重山群島の主要岩層

マ

三'1烹㌦/聯雛

鴬叢/繍1離

(租内礫岩)

花開岩･閃緑岩･斑岩恋ど(於茂登)酸性岩類

砂岩を主とする互層および

礫岩八重蝸群

新第三紀

(中新世)

安山岩･凝灰岩･負礫凝灰火山噴出物(野底層～由布新第三紀

岩火山噴出物)?

麟砂岩瀦お/び㍉宮良層

古第三紀

(始新世)

灘鶏砂岩粘i蔚岩層(/ル層･富崎雄代

次に八重山群島の自然環境はどんな位置にあるのであ

ろうか.現今では自然系にとって人間の営力は無視で

きたいものになっている.自然は人類が農耕を営むよ

うになった時からその自らの生成･輪廻の過程は本来

のものとは異なって来ている.しかし未だ農耕カミ人力

に依存し自然の法則に従う限りそれは半自然系とし

て自然そのものとの共存関係を維持する余地カミ残されて

いた.それカミ機械文明の導入によって急速大量の生産

(自然にとっての破壊)が自然系の中に侵入するとき

あるいは農耕自体が機械文明によって工業化されるとき

自然との共存関係は消滅し自然の秩序と人間生活との

聞には抜き難い盃の蓄積が開始される.そしてその盃

の蓄積量は自然系に作用する人間の数や機械文明の量

それに作用遠度に対応して加速度的に増大する.その

結果はいわゆる汚染や水源洞渇や災害となって人間の

生活に対して大きな報復力となってはねかえってくる.

ところで自然系保存の指標については差し当り人口密

度や森林面積率などの統計値はどんぶり勘定ではある

かある程度実態と対応しているかも知れ扱い.

八重山離島における人口密度(1km2当りの人口)は

無人島を除いて石垣島138人西表島を除く竹富町域

(竹富島･黒島･新城島･鳩間島･小浜島および波照間

島)49人与那国島93人画表島では7人となっている.

沖縄本島北部が132人中･南部カミ1,466人沖縄本

島全体で395人全国平均で280人であるから石垣島

が沖縄本島北部と略同じである以外は相対的にかなり人

口稀薄でありとくに西表島は世界的にも極小に近い値

を示している.因みに東京の奥多摩山地を除く平坦部

の人口密度が5,436人那覇が7,742人となっているこ

とを考えるとその自然系としての光景が自ら想像でき

るであろう.

次に森林面積率は石垣島で28%酉表島以外の竹富町

各島喚の平均カミ72%酉表島は84%となっており旨

然環境の量的指標として重要な意味を持つであろう.

この場合さらに重要なことは西表島の大部分や石垣島

の一部に維持されている原生林という質的放面である.

それは地質的条件との相互依存関係においてこの地方

の厳しい気象条件にもかかわらず河川の氾濫や斜面の

崩壊といった面において災害を皆無または最小限度に止

めている.このことは直接山腹斜面とは無関係に見え

る他の自然系を保護しまた他方において住民に対して

汲めども尽きぬ水資源を保障している.

八重山群島の森林は亜熱帯植物灘によって彩られる.

とくに宮古群島以北ではほとんど失われてしまった植物

群落カミ生きているのが特徴であろう.その最大の宝庫

はいうまでも校く酉表島であるがそのほかでも未だ嘗

ての名残を止めているものが多い.代表的校ものとし

てまず河口湿地帯のヒルギ(マングロｰブ)群落が挙げ

られる.これは淡水と海水カミ入り混る河口の演瀬や湿

地帯に密生するものでアダン･ツルアダン･ヒルギモ

ドキ･ミミモチシダ･オオノ･マボウ･サキシマスオウな

どが伴って群生する.海岸の砂地や岩地の乾性林とし

てアダン･ハマボウ･イヌビワ･ソテツ･リュウキュウ

マツ･ガジュマノレなどが密生しその林内草本植物とし

てハマビノレガオ･ノ･マオモト･アザミそのほか名の知れ

たい可憐な花を咲かせる草が一面に繁茂する.山地の

本格的な森林に入ると亜熱帯～熱帯注の照葉樹林となり�
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第2図石垣島および竹富島地質概要図

(注)本図は次の文献地質図等に基づき編集した.とくに石垣島北半

部については2)に拠るところカミ多い.

1)HムNzムwA,S.(1935):Tepogra曲yandgeologyo王t血e

ReukiuIs1≡md,Sci.Rep,TohokuImp.Univ.,Ser.

II,Geo1ogy,平｡1.17.

2)Fos晒R,H.L.(1965):Geo1ogyofIshigaki-Shi1na,

Ryuたyu･retto,Geo1.S岨v.U.S.Prof.Pap.

3)地質調査所(1973):沖縄水資源開発調査報告八重山地方

ア1コウ･ガジュマノレ･ノ･マイヌビワ･アカギ･フクギ･

クロキ･コクタン･デイゴなどの大木とツルアダン･

クワズイモ･ヘゴ･オオタニワタリ恋どの地床あるいは

着生植物カミいわゆるジャングノレを形成しこれらの林相

は台湾やフィリピンと共通するものとされている.山

地の奥地ないし高地では亜熱帯～暖帯性照葉樹林帯とな

りシイ･ウラジロガシ･タブ･イスノキ液どの種類カミ

喬木をなして繁茂し九州南端海岸部の林相と似てくる.

これらの樹林は極相としての密林をなし天然の儘で

は人の踏み入る余地はほとんどない.そしてこのよう

な植物灘落に保護されて亜熱帯特有の動物灘が生息し

八重山離島の自然に多様な生命の息吹きを添えている.

2.1石垣島一太陽と情熱の身

心ぬ

かぬしやまぬまくとうぬ者やるか

歌ば聞き走りきんだらいら一

うんづ一し一ぬかぬしやまよう

月見りは背ぬ角やしが

くくる

変でいいくすや野心さぬ心

那覇から西南酉へ約430km.｢とうぱら一ま｣の切

々たる哀調と情熱を秘め古い沖縄の姿を偲ばせる石垣

島のたたずまいカミそこにある.面積約260友㎜2人口

約4万人.全島一市石垣市である.

石垣はパインの島.収穫面積はさとうきび畑より広

く1,314ha(1971年)生産量約4万トンで沖縄県の70

～80形を占める.平坦地といわず山の斜面といわず

石灰岩土壌以外の台地や斜面の耕地はほとんどパイン畑

といってもよい.さとうきび畑はこれに次ぐカミ1969

年から1971年にわたる囎風や千魅によって大き狂被害を

受け収穫面積は1,267haに止まっている.石垣島は

また沖積低地が相対的に広く現在の沖縄県としては特

異た米作地帯と狂っており太陽の恵みを受けて冬期に

第1回の植付をし2期以上の作付･収穫が行なわれる.

①肩垣島のパイン畑.石灰岩以外の基盤岩の風化土壌や礫層の上で

栽培されている.遠景の山は於茂登山塊.

かぴら

②石垣島川平海岸風景.琉球石灰岩と現世の珊瑚礁に囲まれた特有

の透明な海である,�
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湿因の中で水牛カミのどかに水浴している風景は八重山地

方ならではの風情である.

市街地や集落周辺の風物や伝統的文化のたたずまいが

よく残されているのも八重山地方に共通する特徴である.

石垣市街地でも史跡や文化財カミ大切に保存されており

それをとり巻くように樹木が繁茂している.自然と文

化と生活を共存と調和のもとに包容する魔力そこには

石垣島の太陽の輝きがある.紺青の空に向って浮彫の

ように立つデイゴやフクギの並木.その真紅の情熱と

深緑の輪郭は強烈な光に燃えあるいは憂い濃き影を落

しつつ家並の石垣や赤瓦と相侯って見事な調和を織り

なす.

石垣島は西表島とともに八重山の名の起源を直ぐ思い

起させる山地の起伏に富んでいる.その脊梁山地は北

東部の平久保半島から中北部を経て西北部の屋良部半島

に走り結晶片岩のカｰラｰ岳(366m)安山岩類の野

底岳(282m)結晶片岩のホｰラ岳(342m)酸性岩類

⑤石垣市内風景,文化財の香り高い通りか多く見られる.

の於茂登岳(526m)安山岩類の屋良部岳(216m)を

連ねて屋良部崎に没する.また南半部にはバンナ岳

(231m)を主峯とする山塊カラ岳(135m)を主峯と

する残丘灘それに標高100mに満たない宮良丘陵がそ

れぞれ独立的に地形の変化を形作りこれらの山地･丘

陵群を縫って宮良川･名蔵川･品川などカミ流れる.ま

た琉球石灰岩や砂礫層の形成する台地群とほとんど同じ

台地面高度にありながら意外な場所に結晶片岩や先新

第三系の石灰岩や礫岩それに安山岩類が散在分布する

のカ主この島の特徴でその生成発達史には極めて興味深

いものカミ個ばれまた秘められた謎も多い.

石垣市の主要水源地帯は於茂登岳山系である.花筒

岩や流紋岩から湧き出る本ほど美味いものはない.こ

の酸性岩体に発源する宮良川と名蔵川上流白水川の水源

は石垣市民に不断の水を供給し1971年の6ケ月以上に

及ぶ早天下にあっても遂に水の尽きることはなかったと

幾に咲くデイゴの花.

④

石垣島の北海岸に残

された椰子林.

⑥石垣市民の命の網於茂登水源地.付近は欝蒼たる亜熱帯樹林に

囲まれ於茂登山塊の水を不断のものとしている.�
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いう.これは於茂登岳周辺に維持された亜熱帯～暖帯

性喬木原生林と地質的条件との相互依存関係によって

山腹斜面に形成された保水層が削剥されることなく維持

されていることによる.因みにこれらの河川は一般的

にいえばほんの小河川で流量自体は微々たるものである

が低渇水比流量は大きく同じ酸性岩類の中国山地の

それに較べて5～10倍の地下水包蔵力を持っている.

このことを裏書きするかのようにこの山地では囎風の

猛威にもかかわらず山腹斜面の崩壊現象はほとんど見

られない.亜熱帯～暖帯性照葉樹の喬木は樹根の発達

が著しくとくに岩塊や砂礫･表土に対する緊縛力は著

しいものがある.50年生以上のものは少くとも1株当

り30～50m竃の土砂礫を保持する能力を有していると推

定される.着しこの山腹斜面カミ30～40年周期で伐採さ

れる経済林であったとすれば恐らく保水層としての崖

錐堆積物は囎風の度毎に流出しその結果一方において

禿山を作り他方において崩壊と氾濫そして水源の洞

渇をもたらしたであろう.今更なカミら石垣島住民の伝

統的に受け継がれた叡知に敬服の念を禁じ得ない.自

然を征服することに重点を置いた分断された技術にすべ

てを依存し勝ちな現今において自然のサイクノレの中で

地質を基盤としつつ地形･土壌･植生などの相互依存関

係カミ土地の水文環境を形成しそれが一方において水資

源の恒常性を規定し他方において災害発生の可能性を

緩和するという自然の摂理を直観的に体得している祖先

伝来の智慧は素晴らしい.そしてこのような智慧は自

然の中に生女しく生きる人々によって育まれるものであ

っていわゆる都市文明や経済理論の中からは決して生

れて来ないであろう.かつては森林や緑の沃野であっ

たと伝えられる土地が砂漠と化した中近東の古代都市

文明遺跡に思い差馳せるのである.この於茂登山系の

原生林カミ失われることがないようまた目先のブｰムに

乗った観光道路などによって破壊されることがないよう

に祈りたい.それは忽ち水源の洞渇と住民生活の破滅

につながるであろう.

3.竹富島一沖縄のふるさとの島

石垣島の南西6kmの海上にやや太い線を引いたよう

に浮かぶ低平なこの島は周囲約gkm面積約7km2の

小島である.昭和21年には人口2,000人を超えたとい

われるが現在では300人余りに減少している.八重

山離島は1市2町すなわち石垣市･竹富町･与那国町の

行政区画から成っているがその一つカミこの島の名前に

なっている.沖縄県で2番目に大きい酉表島それに

黒島･小浜島･新城島･波照間島などは何れも竹當町域

に属するカミその中でもこの小さな島カミ町名となってい

ることは一見奇異に思える.竹當島は八重山の中で最

も古くから人が住みついたところのようである.

約450年前八重山地方の中央行政機関としての蔵元

が創設されたのはこの島であるという.その後この蔵

元は石垣島大川村(現在の石垣市の中心部石垣港のあ

るところ)に移され今日の八重山支庁の前身となるが

現在竹當町役場も石垣市大川にある.このようなわけ

で竹富島は全島が史跡と文化財であるといってもよい.

嘗て群雄割拠時代にこの島でも6棚…分れそれぞれ魯

長が居て各村を統率し農業の指導をしていたと伝えられ

る.今日島のほぼ中央部に隣接して波座間部落と伸筋

部落の名カミ残されているだけであるが種子取祭をはじ

め民族諸行事･民謡･舞踊･民芸品など素朴な伝統を

豊富に残している.民謡･古謡･童謡の数だけでも90

を超えるといわれる.八重山は民謡の宝庫民族遺産

の宝庫といわれそれは当時の中央政府の圧制に堪えて

⑦竹富島中央部の展望.

⑧竹當島村落内風景.“沖縄のふるさと"のたたずまいを見章ている,�
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の悲痛な叫びカミ籠められていると伝えられるカミそれに

も増して八重山群島の大自然の恵みと畏れに根ざした

大らかな素朴な人情の然らしめるところでもあったであ

ろう.その縮図カ主ここ竹富島にある.今でも古い時

代の姿が建築様式に村のたたずまいに人情に手厚

く維持されている.この素朴な人情に甘えて人々の心

を傷け清浄な砂浜を汚す外来者が最近多くだったとい

われる.いわゆる観光開発は一歩誤ると地域住民に対

する社会的汚染と自然環境に対する破壊をもたらしそ

れは無秩序な工業開発と同等あるいはそれ以上に地域住

民にとり返しのつか狂い犠牲を強いることになろう.

清浄た砂浜といえばここの星砂は有名である.いう

までもなく琉球石灰岩地帯の砂浜の砂は大部分現世の有

孔虫から成っておりとくにある種の新鮮たものは周縁

の角状突起カミ摩耗し狂いで残り一見星の形に見えると

ころから星砂と呼ばれる.星砂は八重山群島の至ると

ころの海岸で見受けられるカミ竹富島は訪れる人が多い

ところからとくに有名になったのであろう.竹富島の

大部分は琉球石灰岩に覆われているカミ北端部の海岸と

部落のある中央部には珪岩を主とする古生層が露出して

いる｡珪岩の白さは部落付近の美しさを一層ひきたて

ているように見える.島の最高点の岡(標高48m)は

珪岩の残丘である.なおこれらの基盤岩が露出しま

たは地下浅部にある場所は島の中央部から北端部に至る

地域に限られており集落の発達はこれを受益とする地

下水の賦存地域と無縁ではない.

いり

4.西表島一原生林と峡谷の島

西表島は石垣島の西方約20kmにあり面積は石垣島よ

り大きく約292k㎜2その大部分が今なお欝蒼たる亜熱

帯原生林に覆われ琉球列島最後の秘境といわれている.

とくに各河川河口部に密生するメヒノレギなどのマングロ

ｰブ林は他に比類がなく山地の亜熱帯照葉樹林にはス

ダジイ･オキテワウラジロガシ･タブ･イスノキなどが

含まれ椰子林も見られる.またこの密林深く棲むイリ

オモ'テヤマネコが今世紀最大の発見として斯界を騒が

せたことは余りにも有名である.島の半分近くに当る

12,506haの山地は旧西表政府立公園から引継がれて

昭和47年5月15目に西表国立公園と放った.狂お西表

国立公園区域としては竹富島･小浜島･黒島･新城島

などを含む32,000haの海域が本邦最大の珊瑚礁景観

地域として含まれている･山地の大部分は八重山層群

と呼ばれる新第三系砂岩泥岩互層から成っているカミ島

の東北部に当る野原崎から古見岳に至る部分を中心とし

て古生層の結晶片岩や第三紀火山噴出物狂とが分布する.

瞥

十
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宇奈利崎ン

浦丙簿上原ダ

千娃㌔蛾､

[コ沖積層黒島

醤㌘直11療1楽島蝿

薫㌧ト

図火山舳物(安山岩一凝灰岩)[0㎞

囲石灰岩

鰯結晶片岩･珪岩･砂岩･粘板岩

浜繊鰭㌘

第3図西表島およびその周辺地域地質概要図

(注)本図は次の文献地質図讐に基づき編集した.とくに東海岸地域

については4)に拠るところが多い､

1)HAMAwム,S.(1935):Topographyandgeo1ogyofthe

剩畢畉猱慮��捩�数���畉���吮�敲��

Geo1ogy,マ｡1.17.

2)佐々木実･市川賢一(1964):琉球西表畠炭用地質調査報告

地質調査所月報vo1.15,no.8.

3)地質調査所(1973):沖縄水資源開発調査報告八重山地方

4)SAIT0･Y･･Tエ肌,T･,MIYムGI,H.(1973):Geology

ofIriomote-jim旺Ryu良yuIs1ands,国立科学博物館専

報m.6.

また島の周縁海岸線に沿って琉球石灰岩や砂礫層が発達

する.地質については古くから意外に多くの人々によ

って調査が進亭られ最近では少くとも海岸線沿いにつ

⑨仲間川中流から下流方面を望む.蛇行する河の沿岸は一面のヒル

ギ(マングロｰブ)林.�
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いてほか珪り詳しい様子が分って来ている.また西海

岸地方ではペルリ寄港以来の石炭採掘の稼行カミつい最近

まで行柾われまた東北部の高郡付近では種々の鉱物資

源の探査が行なわれて来た.添付した地質図はこれら

のうち公表された地質図によって概略的に編集したもの

であるが何分にも険しい地形と人跡未踏の密林の故に

山地地域については今後の調査に侯つところカミ大きい.

酉表島の動植物や地質の分布については依然として未知

の部分カミ多いといわねぱなら恋い.

ともあれ酉表島の自然は人カミ近づけるところのものだ

けでも他に類例を見放い程の貴重な景観カミ維持されてい

る.それは人口密度がきわめて小さいこと耕地面積

が少ないこと人為的な汚染源がほとんどないこと原

生林がよく維持されていること交通路がきわめて少た

くとくに自動車交通は稀で観光ルｰトと離も安易な入

山が許されないことなどの条件によって自然が本当に

自然の儘たくましく生きていることを示すものである.

このことは一面において在来のいわゆる文明社会とは相

容れぬものであり｢自然｣｢文明｣｢生活｣の聞

に複雑な課題を提供するものであるが着しこれらの条

件が破棄されるならぱそれは西表島特有の景観が破壊

されることを意味するであろう.

酉表島はまた水の宝庫である.いわゆる中小河川に

属する規模に過ぎないが東西両岸に流下する各河川は

互に入り組み合って河川の数と島の面積の割合には一

河川当りの流路は相対的に長い.とくに仲間川･浦内

くいら

川･伸良川･越良川の4河川に雨量の大部分カミ集中する

よう荘地形となっている.また中小河川の割合に水量

と峡谷の規模は大きくとくにこれら4河川は中流まで

は大河の様相を呈し河口から10k皿前後の地点まで舟

で遡行することカミできる.それは河川流路延長のほぼ

半ばに達する距離でありまた海水の遡上限界点にほぼ

相当する.これは各河川の下流部は溺れ谷が埋積し尽

されずに残っていることを示すものである.このよう

な光景は熱帯地方の多雨密林地帯に多く見られるもので

あり流域の岩層の性質にもよるであろうカミ何とレ)っ

ても第1に考えられることは極相的な原生林が岩層や

土砂の流出と堆積を最小限に止めていることである.

そして山腹斜面に保持された岩塊や土砂はまた恰好の

保水層として各河川の低渇水量を大きく維持することに

なる.因みに酉表島における渇水比流量は0.02～0.03

m3/s/km2であり砂岩泥岩地域でこのよう狂値は標準

値を逢かに超えておりほぼシラス地域の河川比流量に

匹敵する.西表島の原生林は単に天然記念物的･学術

的な生物環境として貴重である計りでなく土地地盤と

水と植生の相互依存関係が崩壊や洪水による災害と表

裏の関係で水資源を安定的に維持するものであることを

実証してくれる生きた手本として人間生活にとってよ

り身近な意義をもたらすものである.酉表島にとって

原生林の喪失は単に珍しい動植物を失い河口付近の

マングロｰブ灘落を失う計りで柾く災害を防ぎ水資源

を維持し得る自然環境の“生き証人"をも失うことにな

ろう.

酉表島の北に孤立する鳩間島は面積約1km2鳩間節

で有名な島である.周囲は琉球石灰岩に覆われるが

真中あたりに小高い丘カミあり八重山層灘の砂岩層カミ現

われている.車の全くない島であるが人口流出カミ著し

く廃虚となった屋敷跡カミ物悲しい.人口は約80人と

少ない.

由…ん

酉表島の南西海上12kmに浮かぶ無人島沖ノ神島は

⑩水牛車に乗って.低湿地水田の多い石垣島や西表島にとって水牛

はなくてはならぬ家畜である.また酉表島をはじめとして石垣島

以外の八重山群島には自動車は数える穫しかない.公害なきより

良き時代を思い出させるのどかさがここには生きている.

⑪西海岸浦内川の遡行.島の中の河川とは思え泣い大河の様相を呈

している.�
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安山岩類の間に断続的に見られる石灰岩の一部はトラバ

ｰチンとして積出されたことカミある.ビノレマ崎半島の

砂岩層中に小さ狂流れがある以外は河川らしいものはな

く集落は主として大岳南麓の薄い琉球石灰岩の上に立

地している.さとうきび畑と水田が島の大半を占めて

いる有様は石垣島に似ているがパイ'ン畑のない点は西表

島と対照的である.水田の水源は琉球石灰岩からの湧

水や結晶片岩･火山噴出物･泥岩などの風化帯からの渉

出水である.

小浜島の北側に近接して嘉弥間島というO.5たm2に満

たない無人島カミある.この鳥もいわゆる古生層から成

り結晶片岩と砂岩･珪質岩などが見られまた琉球石

灰岩が点在する.この島にも湧水があり結晶片岩の

割目は意外に水を透すことカミあるらしい.このような

水を頼りとして野兎カミ跳ねまわり自由の身を楽しんで

いるかに見える.樹林は少なく島の大部分は草原の丘

と露岩の海崖と砂浜である.放牧場であったことが歴

然と知られる.ここから竹當島方面に連なるリｰフバ

リヤｰは長大でところどころに珪岩の岩礁を見る.

∵

区コ海浜砂層

[コ琉球石灰岩

国ヨ泥岩

,､...,“段丘雌第5図

波照間島地質概要図

一断層

途絶えて深い海となるので荒波に囲まれた絶海の孤島

まさに南海の果てという感じである.波照間の名カミウ

ノレマの果ての意味から名付けられたといわれるのもむべ

なるかなと思われる.琉球列島最南端の島であり有

人島として日本の最南端でもある.

東西約5.5良mの長軸南北約3たmの短軸をもった楕

円形の島で中央部やや北西寄りの部分を中心として饅

頭型に盛上っている.平面的な形といい側面的た形と

いい実に対称的で3段の段丘面も段丘崖に相当する急

遷点もほぼ楕円状に島を廻っている.ほぼ全面的に琉

球石灰岩で覆われ僅かに中央部の集落付近や北斜面の

段丘崖などに軟質泥岩の露出を見る.また泥岩と琉球

石灰岩との不整合面に沿って地下水があり曾て燐鉱を

採掘した坑口などには湧水が見られる.現在の集落や

廃村跡･城跡などカミ地下水面の浅いところすなわち不

整合面の浅いところに立地していることは言うまでもな

い.島の生活用水は普段は天水に依存し部落ごとに

幾つかある井戸は渇水時･緊急時における重要な水源と

なっている.天水は屋根から雨樋を伝って貯水槽に導

6.波照聞島一最南端の島

竹富島･小浜島･黒島･新城島などの島々が無数の岩

礁灘とともに石垣島と酉表島との間に多島珊瑚海に作っ

ているのに対して波照間島は西表島の南端からさらに

南へ20k･ユの海上に隔てられている.一船カミ新城島を過

ぎてもこの島の姿は容易に現われてこない.かすかに

それらしい島影が発見されるのは10数kmに近づいてか

らであろうか.それもその筈面積こそ約15km2で八

重山群島第4の島であるが島の中央部は平均50m程度

の台地で最高点でも標高60mに過ぎたい･そ卯はあ

たかも薄い座布団を側面から見るような形で波間に見え

隠れする･竹富島･黒島･新城島とともに琉球石灰岩

特有の島の姿である.その上西表島との間は珊瑚礁が

⑳銀ネム林を抜ける琉球石灰岩上特有の白い一本道.�
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⑳波照間島の村のたたずまいも竹富島にも増して心のふるさととし

て落着いた雰囲気力…満ち溢れている.モクマオの並木カミ見事であ

る.

波照間島には人跡未踏の密林は無いカミ海岸の美しさは

格別である.最高点の燈台から展望する島の風景は一

見原野の如くであり耕作し残された樹林も年令の若い

銀ネムやアダンの雑木林が大部分でところどころに

｢ていこ｣や｢ゆうな｣の木が見られる程度である.

八重山地方としては比較的多くの人口をかかえたこの島

にとって広域にわたる開畑は当然要求されるところで

あろう.段丘崖以外はすべて平坦地となっているこの

島は至るところ耕作に適している.しかし一歩海岸に

下り立つとそこには有孔虫砂に満ちた清浄な砂浜や多

彩な植物群落に満ちた岩石海岸カミ展開する.

かれ大切に使用されている.このようなシステムは

水をはじめとする生活･環境資源の洞渇と雨水の排水に

悩む都市文明生活に対しても重要な示唆を与えるであ

ろう.

波照間島は南海の孤島といったイメｰジの割合には活

気に満ちている.人口約1,O00人過疎化現象の著し

い八重山地方にあって最も減少度が少ないといわれる.

製糖工場と島民は一体となって島最大の生産物さとうき

びの栽培にいそしんでいる様子がうかがわれる､最近

では小型機の発着できる飛行場カミ設けられ定期便が通っ

ている.活気がある割合に村落の中は整然として美し

い.歴史的な伝統の重みを充分感じさせる家並の落ち

着いた雰囲気と住民の心は最近増加しつつある心ない

外来者によっても決して失われることはないであろう.

整然と植えられたフク木の並木は囎風の嵐を防ぐばかり

でなく島の歴史と心を支える象徴とも思える.

もう

毛崎からヌｰビ崎に至る南岸一帯は琉球石灰岩特有の

断崖と岩石海岸カミ続く.この剛壮な断崖に逆巻く怒溝

の海は直接フィリピンにつ祖カミっているのだ.波照間

島の3月はもう初夏である.その頃のヌｰビ崎一帯は

白ユリノ･マユウァザミハマビノレガオそのほか名

の知れたい赤や紫の可憐な花があたり一面を覆って咲き

乱れる.まさに“ヌｰビ崎のお花畠"であり波照間

の幽幻境というべきであろう.眩いばかりの太陽の光

と形容しがたい程の海の透明な青さそしてお花畠の色

彩と香りに満ちたこの海岸は好む人をして自ら南冥の

夢へと誘わずにはおかない.ヌｰビ崎の海岸はまた石

灰岩塊カミ無数に転っている異様な景観を呈する.これ

らの岩塊を縫って最先端の岩礫帯にノ･マシダンを混え

る白ユリやハマユウの群落中間の砂礫帯にハマスウキ

やオオザギを混えるアザミその他の草花群落そして後

背の石灰岩斜面帯の浜堤にアダン･ソテツ･銀ネムの樹

林という具合に表層の条件や波浪の影響などに対応し

て帯状構造を呈している.衣おこの海岸の岩塊灘は約

200年前の八重山明和大津波によって作られたとも伝え

⑳天水の利用.屋根に降った雨は樋で貯水槽に導かれる.

⑳南の果波照間島の最南端海崖風景.�
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られている.

7.与那国島一目本最西南端の高

いとまく'いうむもさかちち

暇乞いと思で持ちやる否や

みなんだあわむぬ

目涙泡盛らし飲みぬならん…･

かたふむかたみなんだう

片帆持たしぱ片目ぬ涙落とし

ふるふむるみ

双帆持たしば双目ぬ涙落とし…

やでくちち1こんぐるうく

屋牛久頂までや女に送らりて

とウなかうでいうかじたぬ

渡中押し曲りは御厨と頼む……

｢与那国しょんがね｣は石垣島の｢とうばらま｣にも

似てその切々たる哀調は琉球列島さい果ての受難の島

を象徴する.石垣港から西へ128kmT度台湾との中

間に位置する与郡国島は周囲かほとんど琉球石灰岩と

八重山層群砂岩層の断崖に囲まれて絶海の孤島の感を

一層強くする.面積約31k皿2八重山群島第3の島.

人口は昭和25～30年頃の6,000人余をピｰクにその後

年々減少して現在では3,000人を割り実在人口は2,000

人余とも言われ竹富島･鳩間島･新城島などとともに

最も人口流出率の著しい島である.伝説に彩られた景

観の地テンダバナ･ザンニヌダイ･クブラバリなどは

何れも八重山層群の砂岩や互層の断崖で表層部に琉球

石灰岩を載せている.気象条件が良ければ台湾の山々

を望見することもあるという.全島与那国町で祖納･

久部長･北川の集落に別れており曾ては島内に他の幾

つかの村落カミあったといわれるが今は廃村となっている.

琉球石灰岩の分布する面積が過半部を占めるこの島は

主にさとうきびの生産によって支えられパインは栽培

されていない.また琉球石灰岩地帯には各所に広い放

牧場があり牛･馬･水牛･山羊などが天然の水辺や草

を求めて離れている.断崖と荒海に囲まれた意外に厳

しい気象条件ではあるがしかし彼等はゆるやかな起伏

に富んだカノレスト台地の草原を自由奔放に駆けめぐり

大自然の恵みを享受しているかに見える.機上から傭

臓する彼等の姿にはカレンフェノレドの羊丘群と相侯っ

てケニヤの草原を思わせるものがある.

内陸部の各所に撒在する低湿地は水田地帯となってい

る.11月から12月にかけて行なわれる刈取はその年の

2回目のものである.明けて1～2月には再び第1回

目の田植が始まる.これら水田地帯の水は琉球石灰岩

や砂岩山地から凄み出るコンスタントた地下水からの供

給によってまかなわれる.とりわけ琉球石灰岩の断層

崖からの湧出は著しいものがあり西側の久部良岳西北

麓の湧水と東側の宇良部山北麓の湧水が大規模でそれ

らは水田地帯や池を作っているばかりで衣く上水道水

源や製糖工場の用水としても利用されている.ところ

でここの琉球石灰岩は断層で切られている有様が歴然と

していてしかもその落差は一方の端で数10mに達して

いても他端ではほとんど消失するといった具合でい

ちようつがい

わゆる蝶番断層的な現象が多く見られる.主狂湧水は

その落差が大きく放って下位の受水盤としての八重山層

群が露出するところに典型的に出現する.

与那国島は意外に森林が少なくとくに喬木原生林ら

しいものはほとんど見当ら狂い.曾て人口6,000人を

超えたことを考えるとそれは1km2当りの人口密度約

200人に相当する.これは石垣島より蓬かに大きく

苛酷溶歴史的背景のもとに平坦地をほとんど開拓し尽し

た事庸もうなずける.そのような状況のもとでよく保

存されたと感心さ垂られるのカ茎久部良岳一帯のクバ林で

ある.クバは南九州でびろう樹と呼ばれ日南海岸や

佐多岬などで珍重されているものであるがそれカミここ

ではフクギ･リュウキュウチク･アダン･ヤエヤマコク

タンなどとともに離生しその数は数万本を下ら狂いと
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(注)本図は次の文献地質図等に基づき編集した.

1)Hム肋Awム,S.(1935):Topographya皿dgeo1ogyo{theRiukiuIs1ands,Sci･Rep･TohokuImp･Univ･,Se■･II,

�漱�礬癯���

2)地質調査所(1973):沖縄水資源開発調査報告八重山地方
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日本鉱物学会･日本鉱

山地質学会･日本岩石

鉱物鉱床学会

1.昭和49年10月14目

(月)～17目(木)

2.日本鉱物学会･日本

鉱山地質学会･日本岩

石鉱物鉱床学会釈奉連

合学術講演会

3.山口大学工学部本館

(西755宇部市常盤台)

4.日本鉱物学会･日本鉱山地質学会･日本岩石鉱物鉱床学会

5､山口大学工学部資源工学科島散吏

錫755宇部市常盤台電話(0836)一31-5111

･日本海洋学会

!.昭和49年10月27目(目)～11月1目(金)

2.昭和49年度目本海洋学会秋季大会

3.仙台市民会館

4.日本海洋学会

5･東北大学理学部地球物理学教室海洋物理学研究室内

西980仙台市青葉電話(0222)一27-6200内線3255

日本地下水学会

1.昭和49年10月4目(金)～5目(土)

2.日本地下水学会昭和49年度秋季講演会および見学会

3.秋日ヨ大学鉱業博物館

面010秋田市手形大沢28-1電話(0188)一33-5260

4.日本地下水学会

5.川崎市高津区久本135地質調査所水資源課内

面213日本地下水学会電話(044)一866-3171

�

㈬

㌮

�

�

日本分光学会

昭和49年11月18目(月)～19目(火)

昭和49年度目本分光学会秋季講演会

京都大学楽友会館

(京都市左京区東山通近衛東入ル市電近衛通り下車)

日本分光学会

東京都新宿区百人町3-25-2(蚕糸研ビノレ)

応用光研工業株式会社内杜団法人目本分光学会

電話(03)362-7886

･1975年国際粘土会議

1.昭和50年7月16目～7月28目

㈮�����慴楯����潮晥��攀

3.メキシコシティｰ(メキシコ)

���楴畴潤敇���愬��敲��摎慣楯��畴潮�

��敍數楣�

������慴楯����潮晥��攬周敏牧慮��

瑩潮��楴�攬振��瑩�瑯��漱�楡����

�����牴������㈹����㈰���

���

･第25回万国地質学会議

!.昭和51年8月16目～25目

㈮㈵����瑩潮��漱�楣��湧��

3.シドニｰ(オｰストラリア)

���牡�慮�条�穡瑩潮��楴�攀

�周�散��特��牡�㈵����瑩潮��漱�楣�

�湧�����潸���慮�牲�楴礬����

�協���

一〔注〕1開催年月2.会合名3.会場4.主催者

5.連絡先(掲載順位は原稿到着順)�


